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政府は 2008 年４月より，75 歳以上を対象に新たな後期高齢者医療制度を実施しよ

うとしています。同制度は，①これまで保険料負担のなかった扶養家族（全国で約

200 万人，新潟県では約６万人）を含めて，75 歳以上のすべての高齢者から保険料

（初年度平均月額 6,200 円）を徴収する，②月額１万 5,000 円以上の年金受給者は

保険料を年金から天引きする，③保険料滞納者は保険証を取り上げ，窓口で医療

費全額を負担させる，④75 歳以上を対象にした別建ての「包括・定額型」の診療報

酬（医療保険から支払われる医療費）を設定し,高齢者に差別医療を強いるもので

す。さらに 70～74 歳の窓口負担を１割から２割に引き上げる，65～74 歳の国保料も

年金から天引きすることも予定されています。 

多くの病気を抱えているハイリスクの高齢者だけを一まとめにした別建ての医療制

度は，世界に例を見ないものです。既に 2006 年 10 月より長期入院患者への食費，

居住費の負担増，現役並み所得者の２割から３割負担への引き上げが実施されまし

た。さらなる高齢者の負担増と医療費削減を目的とした後期高齢者医療制度は現

状のままでは，医療から高齢者を排除するものになりかねません。 

つきましては，貴議会におかれまして，下記の事項について，地方自治法第 99 条

に基づき，国及び新潟県後期高齢者医療広域連合に対して意見書を提出していた

だくよう請願いたします。 
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記 

 

１ 国に対して後期高齢者医療制度の見直しを求めることについて 

(1) 高齢者に負担増と差別医療を強いる後期高齢者医療制度の実施を凍結，延

期すること。 

 (2) 後期高齢者医療制度を高齢者の生活実態に即した内容になるよう見直すこ

と。 

(3) 高齢者への「差別医療」となる「包括・定額型」の診療報酬の設定をしないこと。

(4) 70～74 歳の窓口負担の２割への引き上げをやめること。 

(5) 医療に使う国の予算をふやして，高齢者，国民が安心して医療を受けられるよ

うにすること。 

 

２ 新潟県後期高齢者医療広域連合に対して後期高齢者医療制度の見直しを求め

ることについて 

 (1) 高齢者の生活実態に即した保険料にすること。 

 (2) 「資格証明書」を発行しないこと。 

 (3) 保険料の独自減免制度をつくること。 

 (4) 健診はこれまでどおり希望者全員が受けられるようにすること。 

 (5) 高齢者や県民の理解が進む広報活動に努めること。 

 (6) 高齢者や県民の意見を反映できる仕組みをつくること。 

 

 


